
10
月
20
日
『
憲
法
・
い
の

ち
・
社
会
保
障
ま
も
る
国
民

集
会
』
（
東
京
）
に
愛
媛
７

人
（
全
体
３
千
人
超
）
が
参

加
。
集
会
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

で
は
医
師
・
患
者
団
体
な
ど

５
人
の
発
言
が
あ
り
、
保
団

連
の
武
村
副
会
長
は
、
貧
困

の
広
が
り
は
患
者
の
医
療
抑

制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
し

て
、
患
者
と
と
も
に
医
療
費

負
担
増
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
運
動
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

集
会
の
後
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
宣
伝
カ
ー
の
後
に
続
き

『
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
』
で

訴
え
な
が
ら
『
白
衣
』
で
銀

座
の
街
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し

た
。
愛
媛
参
加
者
の
内
５
人

は
初
め
て
の
参
加
で
、
銀
座

の
車
道
を
大
勢
の
警
察
官
が

交
通
整
理
し
な
が
ら
の
行
進

に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

秋
な
の
に
30
度
近
い
晴
天
の

な
か
、
ア
ツ
い
集
会
に
な
り

ま
し
た
。

10
月
21
～
23
日
広
島
県

「
第
28
回
自
治
労
連
全
国
ス

ポ
ー
ツ
大
会
《
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
》
」
で
西
条
市
職
労

チ
ー
ム
が
『
準
優
勝
』
。
14
・

15
年
『
２
年
連
続
３
位
』
の

壁
を
破
り
全
国
２
位
で
し
た
。

【
渡
邊
純
也
監
督
】
こ
の

結
果
は
、
技
術
、
気
持
ち
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
幸
運
、

す
べ
て
の
歯
車
が
か
み
合

い
、
選
手
全
員
が
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
証
で

す
。
何
ご
と
も
全
力
で
と

り
く
み
、
ど
こ
よ
り
明
る

く
楽
し
い
こ
の
チ
ー
ム
に

は
、
も
う
一
つ
上
の
色
が

お
似
合
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
も
っ
と
楽
し
い
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
す
！

【
杉
中
博
子
部
長
】
コ
ー
ト

も
ベ
ン
チ
も
、
み
ん
な
が
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
臨
ん
だ
晴

れ
の
舞
台
で
、
チ
ー
ム
過
去

最
高
の
『
銀
メ
ダ
ル
』
を
獲

得
で
き
た
こ
と
に
感
激
す
る

と
と
も
に
、
今
ま
で
練
習
を

と
も
に
し
た
地
元
チ
ー
ム
の

み
な
さ
ん
や
温
か
く
送
り
出

し
て
く
だ
さ
っ
た
職
場
の
み

な
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
県
内
の

ラ
イ
バ
ル
と
も
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
、
来
年
は
頂
点
を
め

ざ
し
ま
す
！

11
月
６
日
、
西
予
市
『
県

歴
史
文
化
博
物
館
』
で
の

「
第
57
回
地
方
自
治
研
究
愛

媛
県
集
会
（
県
自
治
研
）
」

に
１
５
３
人
が
参
加
。
午
前

中
《
６
つ
の
分
科
会
》
①
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
・

地
方
財
政
、
②
社
会
保
障
・

医
療
介
護
・
公
衆
衛
生
、
③

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
現

業
職
場
、
④
「
い
の
ち
の
水
」
、

⑤
保
育
、
⑥
青
年
講
座
「
生

活
賃
金
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

で
職
場
・
地
域
状
況
を
交
流
。

午
後
は
《
全
体
会
》
。
管

家
一
夫
・
西
予
市
長
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

『
地
元
報
告
』
と
し
て
和

気
数
男
さ
ん
（
百
姓
百
品
グ

ル
ー
プ
代
表
取
締
役
）
が
地

元
西
予
市
で
「
主
体
的
に
考

え
、
自
ら
発
信
で
き
る
農
業

め
ざ
す
」
「
産
直
を
通
じ
た

都
市
と
の
交
流
に
よ
る
村
お

こ
し
」
「
障
が
い
の
あ
る
メ

ン
バ
ー
の
就
労
の
場
を
つ
く

り
自
立
と
生
活
を
支
え
る
」

活
動
事
例
を
紹
介
。
「
山
の

ち
か
ら
は
人
の
た
か
ら
。
山

あ
い
の
古
里
が
持
つ
ち
か
ら

を
伸
ば
し
育
て
て
い
く
こ
と

が
、
街
に
住
む
人
々
の
生
活

に
と
っ
て
も
必
ず
良
い
も
の

を
も
た
ら
す
」
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
理
念
が
印
象
的
で
し
た
。

『
記
念
講
演
』
で
は
、
村

田
武
先
生
（
愛
媛
大
学
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

が
「
農
林
水
産
業
を
は
じ
め

地
域
産
業
の
活
性
化
と
定
住

促
進
―
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行
方
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
こ
れ
か
ら

「
『
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産

直
時
代
』
が
到
来
す
る
」
と

し
「
食
料
問
題
の
と
り
く
み

を
地
域
経
済
の
活
性
化
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
＝
原
発
に
依

存
し
な
い
地
域
社
会
と
結
び

つ
け
る
」
「
農
林
漁
業
を
地

域
産
業
の
基
礎
と
し
地
域
で

雇
用
を
つ
く
る
」
、
さ
ら
に

農
協
な
ど
と
共
同
出
資
で

『
電
力
事
業
協
同
組
合
』
の

設
立
、
商
工
会
や
自
治
体
と

の
連
携
を
働
き
か
け
、
着
手

中
の
県
内
事
例
「
伊
予
市
の

電
気
自
動
車
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」

「
西
予
市
の
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
」
「
鬼
北
町
の
防
災
対
策

マ
イ
ク
ロ
水
力
実
験
」
な
ど

を
紹
介
し
、
地
方
自
治
体
の

『
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
』
の
発

想
転
換
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

◎
今
年
の
開
催
地
・
西
予
市

職
労
は
「
お
も
て
な
し
の
集

会
に
し
よ
う
」
と
50
人
以
上

の
参
加
と
集
会
の
準
備
・
運

営
に
大
奮
闘
し
ま
し
た
。

（１） 第４７８号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１６年 １１月１５日

第 ４７８ 号

日 程

【11月】
15 市町村共済議員選挙投票

県民大運動・県予算交渉
17 県本部拡大執行委員会・

県市町振興課重点要求要請
非正規公共評幹事会

18 今治水道労組定期大会
19 田福千秋さんを偲ぶ会
23 女性部幹事会
23 自治労連全国野球大会

（大津～26）
23 地域医療を守る全国集会

（東京）
25 南予総支部代表者会議
26 青年部幹事会

はたらく女性の中央集会
（高知～27）

28 松山市職労定期大会
【12月】
３ 自治労連四国ブロック定
期総会・労安学習会（高知）

７ 東予総支部代表者会議
10 医療介護評幹事会
14 県本部拡大執行委員会
17 現業評定期大会

労安職業病対策委員会
27 学校給食県教委員会要請

〔予選リーグ〕

西条市職労 21-17 古河市職労（茨城）

21-16

西条市職労 21-12 宇部市職労（山口）

21-15

〔準決勝〕

西条市職労 21- 9 倉敷市職労（岡山）

21-19

〔決 勝〕

西条市職労 12-21 東京特区連（東京）

8-21

■８月の人事院勧告（8/8国勧告）、10月の愛媛県人事委員会勧告（10/6県勧告）を受け、各市町

の12月議会で「職員給与改定」が予定されています。「地域手当」も「本省手当」もない県内

市町では「官民較差を給料表で解消する給与改定」が必要です。『公務員の給与勧告制度』は、

労働基本権の代償措置として、公務員の給与水準を民間企業従事者の給与水準と均衡させるこ

とが基本（人事院ＨＰより）です。

■国も愛媛県も「官民較差を解消する給与改定」が実施される見通しです。『国（人勧）準拠』

とは、「単に国の給料表を使うこと」ではなく「官民較差を解消すること」です。

■自治労連県本部と各単組は、10月中旬に『統一要求書』を提出し、その後『単組要求書』提出、

単組の『労使協議・団体交渉』がすすめられています。「官民較差を解消する給与改定」とあ

わせ、◎人員増、◎超勤縮減、◎職場環境改善などで『職員が健康で協力しあって、住民のた

め、しっかり仕事ができる職場』をめざします。

※10月の『統一要求提出』（写真左から）新居浜市職労・久万高原町職・市立宇和島病院労組・新居浜市社会福祉協議会労組

（上）⑥青年講座

（中）②社会保障分科会

（下）西予市職労

事前ＰＲ



西
予
市
職
労
は
10
月
21
日

「
女
性
部
交
流
会
」
を
開
催

し
32
人
（
う
ち
新
採
５
人
）

が
参
加
。
今
年
春
に
10
人
の

仲
間
が
増
え
た
こ
と
と
、

「
他
の
職
場
の
人
と
な
か
な

か
交
流
の
機
会
が
な
い
」
と

い
う
意
見
か
ら
今
回
の
「
女

子
会
」
を
企
画
。
女
性
だ
け

な
の
で
気
を
遣
う
こ
と
な
く
、

い
つ
も
以
上
に
会
話
が
弾
み
、

「
家
で
は
ほ
と
ん
ど
飲
ま
な

い
け
ど
今
日
は
飲
み
ま
す
！
」

と
ビ
ー
ル
が
す
す
む
人
も
。

お
楽
し
み
と
し
て
、
全
員
に

当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
日
頃
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
で
何
か

と
気
を
張
っ
て
い
る
女
性
が

「
肩
の
チ
カ
ラ
を
抜
い
て
、

ホ
ッ
と
で
き
る
交
流
会
」
と

な
り
ま
し
た
。

今
治
市
職
は
10
月
27
日

「
定
期
大
会
」
を
開
催
し
組

合
員
な
ど
55
人
が
参
加
。
は

じ
め
に
村
瀬
委
員
長
が
『
組

合
の
必
要
性
・
大
切
さ
』
を

改
め
て
訴
え
、
「
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
守
る
た
め
に
も
組
合

が
必
要
。
み
ん
な
で
チ
カ
ラ

を
あ
わ
せ
て
組
織
拡
大
し
、

安
心
し
て
働
け
る
職
場
や
条

件
に
、
正
規
職
員
の
人
員
増

と
非
正
規
の
待
遇
改
善
を
両

輪
に
要
求
交
渉
し
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
活
動
経
過
な
ど

報
告
、
運
動
方
針
の
提
案
で

「
組
織
拡
大
を
最
重
点
に
と

り
く
む
。
未
加
入
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
や
意
見
を
踏
ま
え

職
場
の
組
合
員
さ
ん
と
一
緒

に
加
入
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
提
起
。
討
論
で
は
青
年
部
・

女
性
部
な
ど
６
人
が
発
言
。

保
育
部
会
は
「
保
育
士
不
足

が
深
刻
。
保
育
中
に
地
震
や

災
害
が
起
き
た
時
、
子
ど
も

を
守
る
た
め
に
余
裕
あ
る
人

員
配
置
が
必
要
」
、
給
食
部

会
は
「
現
場
で
非
正
規
調
理

員
は
基
幹
的
役
割
を
果
た
し

『
安
全
で
お
い
し
い
給
食
』

の
提
供
に
日
々
努
力
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
組
合
員
を
拡

大
し
、
働
き
や
す
い
職
場
を

め
ざ
し
要
求
し
て
い
き
た
い
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

10
月
15
日
、
行
楽
の
秋
恒
例

の
「
女
性
部
そ
ら
と
も
り

『
癒
さ
れ
』
ツ
ア
ー
」
を
実

施
し
、
大
人
９
人
子
ど
も
２

人
が
参
加
。
例
年
よ
り
若
干

少
な
い
参
加
で
し
た
が
、
み

ん
な
意
気
揚
々
と
ツ
ア
ー
で

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
美

味
し
い
『
そ
ら
も
り
御
膳
』

に
舌
鼓
を
打
ち
、
『
東
道
後

温
泉
』
で
ま
っ
た
り
し
、
日

頃
の
疲
れ
を
ふ
っ
と
ば
し
、

「
ま
た
明
日
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
い
こ
う
」
と
思
え
る
楽
し

い
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。

津
島
吉
田
病
院
局
労
働
組

合
は
10
月
14
日
「
定
期
大
会
」

を
開
催
し
53
人
が
参
加
。
最

初
に
若
藤
委
員
長
が
「
昨
年

の
大
会
は
60
人
参
加
で
、
今

年
は
少
し
少
な
い
で
す
が
、

勤
務
を
調
整
し
な
が
ら
53
人

の
参
加
に
感
謝
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
石
村
書
記
次
長

が
「
こ
の
１
年
で
非
正
規
職

員
の
処
遇
を
前
進
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
要

求
前
進
か
ら
オ
レ
ン
ジ
荘
で

は
結
成
時
８
人
の
組
合
員
が

19
人
に
増
え
た
」
な
ど
の
経

過
を
報
告
。
向
こ
う
１
年
の

活
動
方
針
で
も
『
組
織
拡
大

を
最
重
点
課
題
』
と
す
る
こ

と
な
ど
を
全
会
一
致
で
採
択

し
、
次
年
度
役
員
を
選
出
し

ま
し
た
。
大
会
後
の
『
交
流

会
』
で
予
定
時
間
い
っ
ぱ
い

ま
で
楽
し
く
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。

県
自
治
体
一
般
労
組
は
10

月
18
日
「
秋
季
要
求
書
」
に

も
と
づ
き
、
県
嘱
託
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て
愛
媛
県

人
事
課
と
「
団
体
交
渉
」
を

実
施
。
給
与
改
善
に
つ
い
て

「
10
月
1
日
か
ら
愛
媛
最
低

賃
金
の
改
定
時
給
＋
21
円
に

あ
わ
せ
て
、
夜
勤
日
額
を
２

４
０
円
（
７
８
９
０
円
→
８

１
３
０
円
に
）
改
善
し
た
」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
賃

金
の
考
え
方
で
は
「
最
低
賃

金
に
連
動
で
は
な
く
一
般
職

に
連
動
し
た
賃
金
制
度
に
改

め
る
べ
き
」
と
の
組
合
主
張

に
、
人
事
課
は
「
『
賃
金
水

準
が
最
低
賃
金
ギ
リ
ギ
リ
で

い
い
の
か
』
と
い
う
考
え
方

は
持
っ
て
い
る
。
政
府
の

『
非
正
規
の
賃
金
水
準
を
正

規
の
８
割
に
』
と
の
方
向
性

も
あ
り
検
討
し
た
い
」
と
の

考
え
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た

「
災
害
時
の
通
勤
経
路
変
更

に
よ
る
通
勤
費
実
費
弁
償
」

で
は
「
一
般
職
と
違
い
、
嘱

託
職
員
は
『
通
勤
費
用
の
弁

償
』
と
い
う
考
え
方
な
の
で
、

実
費
負
担
分
の
申
請
が
さ
れ

れ
ば
支
給
し
た
い
」
と
回
答
。

参
加
し
た
組
合
員
は
「
さ
っ

そ
く
該
当
す
る
組
合
員
に
伝

え
た
い
」
と
笑
顔
で
応
え
ま

し
た
。

内
子
町
職
は
10
月
28
日
、

青
年
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

企
画
と
し
て
『
キ
ン
ボ
ー
ル

大
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
初
め
て
開
催
し
た
キ
ン

ボ
ー
ル
で
す
が
、
相
手
チ
ー

ム
が
上
方
向
に
打
っ
た
大
き

な
ボ
ー
ル
を
指
名
さ
れ
た
チ
ー

ム
が
落
と
さ
ず
に
拾
う
だ
け

と
い
う
簡
単
な
ル
ー
ル
が
好

評
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
２

年
連
続
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
は
昨
年
よ
り
も

多
い
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
終
結
果
は
「
各
チ
ー
ム
１

点
差
」
と
い
う
白
熱
し
た
試

合
展
開
と
な
り
、
一
生
懸
命

や
り
過
ぎ
て
ヘ
ロ
ヘ
ロ
に
な

り
な
が
ら
も
、
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
ま
し
た
。
ま
た
参
加

者
の
う
ち
11
人
が
女
性
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
よ
り

も
『
華
』
の
あ
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

■
10
月
で
採
用
半
年
を
迎
え

ま
し
た
。
初
心
を
忘
れ
ず
が

ん
ば
り
ま
す
。

（
新
居
浜
・
向
井
）

■
秋
祭
り
が
終
わ
れ
ば
今
年

も
も
う
残
り
わ
ず
か
で
す
ね
。

（
新
居
浜
・
鎌
田
）

■
最
近
海
水
温
上
昇
で
さ
ん

ま
は
値
上
が
り
す
る
し
、
台

風
が
次
々
発
生
し
野
菜
が
高

騰
し
家
計
は
大
○
○
で
す
。

（
西
予
・
田
中
）

■
秋
に
は
、
長
女
に
初
孫
が

生
ま
れ
ま
す
。
母
子
共
に
元

気
で
無
事
誕
生
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
祈
っ
て
い

ま
す
。
初
孫
の
動
画
送
信
を

楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
お
婆

ち
ゃ
ん
で
し
た
。

（
西
予
・
竹
森
）

■
次
男
の
少
年
野
球
の
サ
ポ
ー

ト
で
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
が
、
楽
し
ま
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
四
国
中
央
・
大
西
）

■
先
日
、
団
地
内
の
清
掃
作

業
で
、
団
地
か
ら
公
道
に
続

く
道
の
コ
ケ
落
と
し
に
精
を

出
し
ま
し
た
。
看
護
研
究
や

ら
、
仕
事
上
の
憂
さ
を
一
時

忘
れ
、
良
い
気
分
転
換
が
図

れ
ま
し
た
。
普
段
使
っ
て
い

な
い
筋
肉
が
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
ま
す
が
…
（
笑
）

（
西
予
・
山
里
）

■
小
学
４
年
生
の
息
子
と
軟

式
球
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

し
ま
し
た
。
父
親
と
し
て
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
？
を
ひ
と
つ
ク

リ
ア
し
た
気
が
し
ま
し
た
。

最
終
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
娘
の
結

婚
式
の
バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
で

し
ょ
う
か
。
い
や
、
ベ
ス
ト

フ
ァ
ー
ザ
ー
賞
受
賞
で
す
ね
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

■
毎
回
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

（
上
島
町
）

自 治 労 連 愛 媛
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■
４
７
６
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
コ
ウ
シ
ュ
ウ
デ
ン
ワ
」

（
公
衆
電
話
）
で
し
た
。
正

解
は
23
通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

大
西

正
浩
（
四
国
中
央
）

中
村

崇
志
（
松

山
）

向
井

弘
志
（
新
居
浜
）

壽
川

和
美
（
西

予
）

西
村

恵
美
（
宇
和
島
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
12
月
27
日
【
発

表
】
４
８
０
号
（
１
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①1857年に画家ミレーが描いた油彩作品

④受験などで合格へ神仏に願いをかけること

⑦博多ラーメンは主に○○○○スープ

⑧キリスト教で神をたたえる歌

⑨他人に同調する、付和○○○○

【タテのカギ】
①相手も自分も同じ。苦しいのは○○○○

○○だ

②防火設備の一種。法令上「防火戸」が正式

③ハワイ料理。白飯にハンバーグと目玉焼き。

○○モコ

⑤物事の見方・考え方。○○○○の相違

⑥多数の人や物が一度に押し寄せる。

予約が○○○○

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

１
９
８
０
年
代
を
代
表
す
る

男
性
ア
イ
ド
ル
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


